
●
生
涯
と
思
想

明
治
の
代
表
的
な
歴
史
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
山
路
愛
山
（
１
８
６
５
・
１
・
23
―
１
９
１
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７
・
３
・
15
）と
同
志
社
の
関
係
に
入
る
前
に
、

そ
の
生
涯
と
思
想
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

山
路
愛
山
（
本
名
弥
吉
）
は
、
１
８
６
５
年

（
元
治
元
）
12
月
に
江
戸
浅
草
鳥
越
の
天
文
方

屋
敷
で
父
山
路
一
郎
、
母
け
い
子
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
愛
山
の
家
は
明
和
以
来
、
代
々

幕
府
の
天
文
方
を
つ
と
め
る
御
家
人
で
あ
っ

た
。
明
治
維
新
後
の
１
８
６
９
年
（
明
治
２
）、

静
岡
へ
無
禄
移
住
、
父
一
郎
は
榎
本
武
揚
の
軍

に
加
わ
り
出
奔
、
実
母
と
は
す
で
に
死
別
し
、

祖
父
母
の
下
で
暮
ら
し
た
静
岡
で
の
生
活
は
経

済
的
に
困
苦
を
き
わ
め
た
と
い
う
。

愛
山
の
人
間
形
成
に
と
っ
て
父
の
存
在
感
は

薄
く
、
幼
少
時
代
に
祖
父
金
之
丞
か
ら
う
け
た

影
響
は
大
き
く
そ
の
性
格
形
成
に
関
わ
っ
て
い

る
。
私
立
学
校
の
助
教
を
つ
と
め
て
僅
か
な
収

入
を
得
る
が
、
生
活
苦
も
あ
っ
て
、
静
岡
県
警

察
本
署
の
小
吏
と
な
っ
て
糊
口
を
し
の
い
だ
。

１
８
８
３
年
（
明
治
16
）、
静
岡
県
英
学
塾

が
開
か
れ
る
や
同
校
で
英
語
を
学
ん
だ
。ま
た
、

後
の
教
頭
渋
江
保
か
ら
ミ
ル
の
「
自
由
論
」
や

ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
教
育
論
」
を
学
ん
だ
。
翌
年
、

平
岩t

保
が
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
静
岡
教
会
牧
師

と
し
て
着
任
し
、そ
の
平
岩
か
ら
英
語
を
学
び
、

や
が
て
受
洗
す
る
。

１
８
８
６
年
（
明
治
19
）
、
徳
富
蘇
峰
の

88
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山
　
路
　
愛
　
山

―
「
平
民
主
義
」
歴
史
家
の
新
島
観
―

『
将
来
之
日
本
』
が
出
る
と
熟
読
、
翌
年
民
友

社
が
結
成
さ
れ
、『
国
民
之
友
』
が
創
刊
さ
れ

る
と
こ
れ
を
越
前
の
足
羽
山
上
で
読
ん
で
感
動

し
、
早
速
、
東
京
の
蘇
峰
に
あ
て
て
書
簡
を
出

し
た
。
愛
山
が
社
会
的
実
践
活
動
に
乗
り
出
し

た
の
は
、
１
８
８
７
年
、
静
岡
キ
リ
ス
ト
教
青

年
会
の
名
で
「
青
年
夜
学
会
」
を
結
成
、
英
語
、

漢
学
、
算
術
な
ど
を
無
料
で
教
え
始
め
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
静

岡
職
人
会
」、「
職
人
改
良
会
」
な
ど
も
組
織
し

啓
蒙
に
努
め
た
。
翌
年
に
は
高
木
壬
太
郎
ら
と

『
静
岡
青
年
会
雑
誌
』
を
創
刊
、
文
筆
家
と
し

て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

「
頼
山
陽
ハ
徳
川
氏
ノ
忠
臣
ナ
リ
」（『
博
聞

雑
誌
』
明
治
21
年
）
が
中
央
の
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
最
初
の
文
章
で
あ
る
（
岡
利
郎
編
『
山
路

愛
山
集
』（
一
）「
解
題
」
参
照
、
三
一
書
房
、

１
９
８
５
）。

徳
富
蘇
峰
を
は
じ
め
て
訪
ね
た
の
は
、
１
８

８
９
年
（
明
治
22
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
直
ち
に
民
友
社
へ
の
入
社
が
実
現
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
間
、
平
岩
の
世
話
で
東
洋

英
和
学
校
に
入
学
し
、
北
村
透
谷
の
「
楚
囚
之

詩
」
を
読
ん
だ
り
、
東
洋
英
和
で
開
か
れ
た
内

村
鑑
三
の
演
説
に
感
動
し
た
り
し
て
い
る
。

１
８
９
０
年
（
明
治
23
）、
東
洋
英
和
学
校

を
中
退
し
、
伝
道
活
動
の
た
め
、
静
岡
県
袋
井

に
移
り
住
む
。
こ
の
年
か
ら
『
女
学
雑
誌
』
に

文
章
を
掲
載
、本
格
的
な
執
筆
活
動
に
入
っ
た
。

蘇
峰
の
『
国
民
新
聞
』
に
始
め
て
寄
稿
し
た
の

が
民
友
社
系
の
作
家
宮
崎
湖
処
子
を
論
じ
た

「
湖
処
子
に
与
ふ
」
で
あ
る
。
民
友
社
に
入
社

し
た
の
は
１
８
９
２
年
（
明
治
25
）
８
月
、
愛

山
27
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
袋
井
教
会
で
約
１

年
間
、
牧
師
を
つ
と
め
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
前
年
に
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
三
派
の
機
関
紙

『
護
教
』
が
創
刊
さ
れ
、
主
筆
に
迎
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
以
後
１
８
９
７
年
に
民
友
社
を
退
社
す

る
ま
で
、『
国
民
新
聞
』、『
国
民
之
友
』
両
紙

を
舞
台
に
精
力
的
に
歴
史
論
や
文
学
論
を
発
表

し
、
こ
の
間
に
「
頼
襄
を
論
ず
」
を
発
表
し
て

有
名
な
「
人
生
相
渉
論
争
」
が
北
村
透
谷
ら
と

の
あ
い
だ
に
展
開
さ
れ
た
。
民
友
社
を
去
っ
た

後
、
毛
利
家
編
纂
所
に
入
り
『
防
長
回
天
史
』

編
纂
に
従
事
す
る
。
明
治
社
会
主
義
者
堺
利
彦

と
知
り
合
っ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
盟
友
竹

越
三
叉
主
筆
の
『
世
界
之
日
本
』
に
も
数
編
寄

稿
し
て
い
る
。

２
年
ば
か
り
、
フ
リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
経
験
し
た
が
、
や
が
て
蘇
峰
の
紹
介
で
『
信

濃
毎
日
新
聞
』
の
主
筆
に
就
任
す
る
（
１
８
９

９
）。
信
州
で
は
多
忙
な
新
聞
業
務
の
ほ
か
に
、

各
地
の
青
年
会
、
婦
人
会
に
招
か
れ
て
、「
憲

法
擁
護
」
や
普
通
選
挙
運
動
な
ど
の
政
治
論
や

歴
史
論
を
講
演
し
て
い
る
。
中
村
太
八
郎
ら
の

推
進
す
る
普
通
選
挙
同
盟
会
に
参
加
し
た
の
は

１
９
０
２
年
（
明
治
35
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
１
月
１
日
、『
独
立

評
論
』
を
創
刊
、
自
ら
社
主
に
な
っ
て
独
立
し

た
言
論
人
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。
新
聞
人

と
し
て
の
彼
の
抱
負
は
、「
倫
理
と
道
徳
に
関

す
る
時
代
思
潮
」
へ
の
強
い
関
心
と
不
偏
不
党

の
ス
タ
ン
ス
の
堅
持
に
あ
っ
た
。
創
刊
号
に
は

盟
友
蘇
峰
や
三
叉
、
宮
崎
湖
処
子
、
塚
越
停
春

ら
旧
知
の
友
人
が
そ
ろ
っ
て
寄
稿
し
、
何
と
な

く
『
国
民
之
友
』
再
来
の
観
あ
り
と
の
世
評
が

あ
っ
た
。『
独
立
評
論
』
は
そ
の
後
、
休
再
刊

を
く
り
返
し
な
が
ら
亡
く
な
る
前
年
の
１
９
１

６
年
８
月
ま
で
続
い
た
。

ま
た
、
斯
波
貞
吉
、
中
村
太
八
郎
、
山
根
吾

一
ら
と
国
家
社
会
党
を
結
成
（
１
９
０
５
）
し
、

日
本
社
会
党
と
協
力
し
て
、
東
京
市
電
の
電
車

賃
値
上
げ
反
対
運
動
を
組
織
す
る（
１
９
０
６
）

な
ど
、
政
治
社
会
運
動
の
実
践
に
も
熱
心
に
参

西
田
　
毅

（
大
学
名
誉
教
授
）

山路愛山



界
の
歴
史
」
を
講
演
し
た
。
非
常
勤
講
師
と
し

て
の
講
義
担
当
は
、
死
の
前
年
の
大
正
５
年
度

ま
で
毎
年
継
続
さ
れ
た
。
最
晩
年
の
愛
山
の
歴

史
的
関
心
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
こ
れ
ら
の
記

録
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。

１
９
１
７
年
（
大
正
６
）
３
月
に
入
っ
て
体

調
を
崩
し
、
下
痢
症
状
が
治
ら
ず
、
赤
痢
と
心

臓
病
を
併
発
し
て
つ
い
に
不
帰
の
客
と
な
っ

た
。
彼
は
親
友
の
蘇
峰
に
後
事
を
託
し
、
辞
世

の
一
句
「
こ
の
娑
婆
は
と
て
も
去
ら
れ
ぬ
世
な

れ
ど
も
生
ま
れ
ぬ
先
の
国
へ
行
か
な
む
」
を
残

し
て
死
去
し
た
。
享
年
52
歳
。

多
作
の
彼
は
多
く
の
名
著
や
評
論
を
残
し

た
。『
荻
生
徂
徠
』（
明
治
26
）、『
新
井
白
石
』

（
明
治
27
）、『
勝
海
舟
』（
明
治
32
）、『
孔
子
論
』

（
明
治
38
）、『
社
会
主
義
管
見
』（
明
治
39
）、

『
現
代
日
本
教
会
史
論
』（
明
治
39
）、『
支
那
思

想
史
・
日
韓
文
明
異
同
論
』（
明
治
40
）
等
の

著
書
に
よ
っ
て
、
歴
史
家
愛
山
の
本
領
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
た
。
ほ
か
に
、『
国
民
新
聞
』、

『
国
民
之
友
』、『
信
濃
毎
日
新
聞
』、『
太
陽
』、

『
独
立
評
論
』、『
護
教
』
な
ど
に
多
数
の
評
論

が
あ
る
。

な
お
、
愛
山
没
後
、
大
原
孫
三
郎
の
寄
贈
に

よ
る
「
山
路
愛
山
文
庫
」
が
本
学
に
設
置
さ
れ

た
。「
１
９
１
７
年
度
同
志
社
社
長
報
告
」（
原

田
総
長
筆
）
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
和
漢
書
３
２

６
７
冊
、
洋
書
３
０
１
冊
、
計
３
５
６
８
冊
の

分
量
か
ら
な
り
、
本
年
度
最
重
要
の
寄
贈
書
籍

で
日
本
歴
史
の
好
資
料
多
数
が
収
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
大
学
令
に
よ
る
同
志

社
大
学
と
し
て
、
研
究
設
備
の
充
実
に
余
念
の

な
か
っ
た
当
時
、
本
文
庫
の
設
置
は
貴
重
な
収

穫
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の

「
愛
山
文
庫
」
は
、
の
ち
に
大
久
保
利
謙
が

「
同
志
社
大
学
の
愛
山
文
庫
を
訪
ふ
」
と
題
し

て
『
明
治
文
化
』
16
巻
５
号
（
昭
和
18
年
５
月
）

で
紹
介
し
て
い
る
。

●『
現
代
日
本
教
会
史
論
』
に
お
け
る

新
島
襄
・
同
志
社
大
学
設
立
運
動
観

本
書
『
現
代
日
本
教
会
史
論
』（
明
治
39
）

は
、
は
じ
め
「
現
代
思
想
史
に
お
け
る
基
督
教

の
位
置
」
と
い
う
題
で
『
独
立
評
論
』
に
掲
載

さ
れ
た
。
後
半
の
約
三
分
の
一
は
、
警
醒
社
か

ら
公
刊
さ
れ
た
『
基
督
教
評
論
』
に
収
め
ら
れ

た
。
明
治
維
新
以
後
の
日
本
精
神
史
に
関
す
る

論
著
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
愛
山
の
代
表
的

な
同
時
代
史
論
で
も
あ
っ
た
。
標
題
か
ら
明
ら
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加
し
た
。

日
露
戦
争
期
の
愛
山
は
、
国
家
社
会
主
義
と

社
会
的
帝
国
主
義
の
立
場
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義

の
二
元
論
（
紳
士
閥
と
平
民
級
）
を
排
し
て
、

国
家
、
紳
士
閥
、
平
民
級
の
三
階
級
論
的
社
会

主
義
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
社
会
主

義
は
、
愛
山
の
み
る
と
こ
ろ
「
日
本
流
の
社
会

主
義
」
の
謂
で
あ
り
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
「
科

学
的
社
会
主
義
」
な
の
で
あ
っ
た
。

明
治
40
年
代
に
入
る
と
早
稲
田
大
学
や
慶
應

義
塾
大
学
で
、
日
本
思
想
史
や
国
史
（
古
代
史
）

を
担
当
、
そ
し
て
、
１
９
１
２
年
（
明
治
45
・

大
正
元
）
４
月
か
ら
、
同
志
社
大
学
政
治
経
済

部
の
講
師
と
な
り
、
日
本
国
民
史
を
担
当
し
て

い
る
。「
大
正
元
年
度
同
志
社
報
告
」
に
よ
れ

ば
、
当
時
、
同
志
社
に
は
正
課
外
の
講
義
と
し

て
、
内
外
の
学
識
者
を
招
待
し
て
行
わ
れ
る

「
科
外
講
演
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、

愛
山
が
講
師
と
し
て
演
壇
に
立
っ
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
１
９
１
３
年
６
月
以

降
、「
日
本
国
民
史
」
を
毎
学
期
一
回
政
治
経

済
部
で
開
催
す
る
こ
と
、
１
９
１
４
年
５
月
９

日
、１
９
１
５
年
10
月
23
日
に「
日
本
国
民
史
」、

そ
し
て
１
９
１
６
年
５
月
20
日
に
「
日
本
民
政

史
」、
同
年
11
月
25
日
に
は
、「
日
本
歴
史
と
世
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か
な
よ
う
に
、
日
本
思
想
史
と
い
っ
て
も
、
本

書
は
明
治
以
後
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を

中
心
に
据
え
た
精
神
史
で
あ
る
。
維
新
政
府
の

キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
変
遷
、
安
井
息
軒
の
「
弁

妄
」に
み
ら
れ
る
明
治
初
期
の
排
耶
論
の
紹
介
、

そ
し
て
代
表
的
な
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
中
村

正
直
、
新
島
襄
ら
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

本
書
で
直
接
、
新
島
と
同
志
社
を
独
立
の
章

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、「
新
島
襄
論
」、

「
同
志
社
大
学
の
運
動
」、「
新
島
襄
の
事
業
が

有
し
た
る
欠
点
」
の
三
章
で
あ
る
。
ほ
か
に
、

関
連
す
る
章
と
し
て
は
、
熊
本
バ
ン
ド
を
論
じ

た
「
花
岡
山
盟
約
」
、
「
『
国
民
之
友
』
及
び

『
女
学
雑
誌
』」
が
あ
る
。

愛
山
の
新
島
観

文
明
開
化
の
明
治
初
年
、
長

年
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
が
よ
う
や
く
解
け
て
、

日
本
各
地
に
教
会
が
で
き
新
し
い
信
者
が
増
え

つ
つ
あ
る
と
き
、
あ
た
か
も
、
時
代
の
要
求
に

応
え
る
か
の
よ
う
に
伝
道
を
始
め
た
新
島
の
こ

と
を
「
成
功
し
た
る
吉
田
松
陰
」
と
愛
山
は
呼

ん
だ
。

愛
山
の
言
わ
ん
と
す
る
趣
旨
は
こ
う
で
あ

る
。
新
島
が
キ
リ
ス
ト
教
会
の
多
く
の
伝
道
者

の
中
で
、
異
彩
を
放
つ
の
は
、「
有
志
家
た
る

木
地
に
耶
蘇
教
の
訓
練
を
加
へ
た
る
に
在
」り
、

「
耶
蘇
教
の
訓
練
を
受
け
ざ
る
前
に
於
て
既
に

日
本
武
士
の
醇
乎
た
る
も
の
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
強
調
す
る
。

こ
の
「
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
」
と
い
う
捉

え
方
は
、
徳
富
蘇
峰
に
も
共
通
す
る
考
え
方
で

あ
る
。
吉
田
松
陰
と
の
対
比
で
新
島
を
理
解
す

る
の
も
、
蘇
峰
ら
と
共
通
し
て
い
る
。
愛
山
が

い
う
新
島
の
醇
乎
た
る
「
日
本
武
士
」
の
特
質

は
、
武
士
と
し
て
の
品
位
で
あ
り
、
体
面
の
維

持
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
雄
心
烈
志
の
壮

士
」
の
資
質
に
加
え
て
、「
面
目
を
重
ん
じ
、

独
立
を
尊
び
、
気
節
を
挫
か
ざ
る
」
道
徳
が
渡

米
す
る
前
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
土
台
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
新
島
が
米

国
流
の
熱
心
な
自
由
、
民
政
の
信
奉
者
に
な
っ

た
と
み
る
。
こ
の
よ
う
な
「
武
士
道
的
キ
リ
ス

ト
者
」
観
は
、
一
人
新
島
だ
け
で
な
く
、
内
村

鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
ら
明
治
初
年
の
キ
リ
ス
ト

者
に
つ
い
て
広
く
冠
せ
ら
れ
る
形
容
詞
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
脱
国
に
失
敗
し
た
吉
田
松
陰
と

の
比
較
は
、
新
島
に
の
み
当
て
は
ま
る
論
法
で

あ
っ
た
。

「
米
国
的
自
由
独
立
の
精
神
」
の
あ
ら
わ
れ

と
し
て
、
愛
山
が
引
用
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

岩
倉
使
節
団
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
会
っ
た
と
き
、

新
島
が
、
日
本
の
旧
来
の
慣
習
に
従
っ
た
「
長

上
の
前
に
平
伏
頓
首
す
る
の
礼
を
取
ら
ず
、
却

て
米
国
風
な
る
平
民
的
の
礼
法
を
取
ら
ん
と
欲

し
た
」
こ
と
や
、
当
日
、
同
席
し
た
他
の
12
名

の
国
費
留
学
生
と
同
じ
待
遇
を
受
け
る
こ
と
を

甘
受
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
フ
リ
ン
ト
夫
人
（O

rilla
H

.

Flint

）
あ
て
の
手
紙
で
示
し
た
心
配
、
つ
ま
り
、

森
有
礼
の
要
請
に
従
っ
て
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻

が
こ
れ
ま
で
に
新
島
の
教
育
に
支
出
し
た
経
費

の
目
録
を
提
出
し
、
日
本
政
府
が
支
弁
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
「
政
府
の
束
縛
を
免

る
ゝ
能
は
ざ
る
に
至
ら
ん
。
予
は
自
由
な
る
日

本
平
民
と
し
て
主
の
御
旨
を
な
さ
ん
が
為
め
に

一
身
を
献
げ
ま
つ
ら
ん
の
み
」
の
一
節
を
例
に

出
し
て
い
る
。

同
志
社
大
学
設
立
運
動

新
島
が
大
学
設
立
に

向
け
て
運
動
を
展
開
し
た
明
治
十
年
代
後
半
か

ら
二
十
年
代
の
始
め
は
、
ま
さ
に
「
欧
化
主
義
」

た
け
な
わ
の
頃
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
活
動

に
と
っ
て
順
風
満
帆
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
順
調
な
時
代
風
潮
の
中
に
あ

っ
て
も
、
新
島
の
事
業
は
「
最
も
大
胆
な
る
計



い
。
同
志
社
が
外
国
人
宣
教
師
団
か
ら
物
心
両

面
で
独
立
す
べ
し
と
い
う
そ
の
見
解
は
譲
ら
な

い
が
、
さ
り
と
て
、
教
育
に
熱
意
を
示
し
た
新

島
の
「
聖
な
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
追
及
や
、
教

会
合
同
運
動
に
反
対
し
た
新
島
の
宗
派
主
義
的

態
度
を
咎
め
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
愛
山
の
姿

勢
は
他
者
内
在
的
批
判
の
類
型
に
属
す
る
も
の

と
い
え
よ
う
。
眼
光
鋭
い
そ
の
新
島
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
分
析
を
紹
介
し
て
ペ
ン
を
お
き
た

い
。「

彼
れ
（
新
島
）
は
そ
の
人
と
な
り
寧
ろ
保

守
的
な
り
き
。（
中
略
）
彼
は
青
年
を
煽
動
し

若
し
く
は
青
年
に
拝
ま
れ
ん
に
は
余
り
に
開
放

陽
の
一
布
衣
」（
在
野
、
無
位
無
官
の
人
―
筆

者
注
）、「
孤
独
の
伝
道
者
」
に
徹
す
る
決
意
が

あ
れ
ば
、「
流
風
余
韻
更
に
大
な
る
も
の
あ
り
」

と
新
島
の
た
め
に
惜
し
ん
で
い
る
。
同
志
社
が

「
外
国
宣
教
師
の
勢
力
範
囲
た
る
間
は
こ
れ
ま

た
真
個
の
独
立
自
由
を
有
す
る
学
校
に
は
あ

ら
」
ず
と
い
い
、
官
吏
の
手
か
ら
自
由
に
し
た

教
育
を
宣
教
師
の
手
に
渡
し
て
し
ま
う
の
な
ら

ば
、
そ
れ
は
五
十
歩
百
歩
の
違
い
に
過
ぎ
な
い

で
は
な
い
か
と
手
厳
し
い
。
こ
の
点
、
何
人
に

も
依
頼
せ
ず
、
独
力
を
以
て
そ
の
教
育
事
業
を

打
ち
立
て
た
福
澤
諭
吉
の
「
独
り
群
雄
に
卓
然

た
る
」
功
績
を
評
価
す
る
の
で
あ
っ
た
。

新
島
研
究
者
の
あ
い
だ
で
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ

ー
ド
の
牧
師
と
し
て
日
本
に
帰
国
し
た
新
島

が
、
外
国
伝
道
会
社
の
方
針
に
反
し
て
宣
教
師

と
し
て
の
布
教
活
動
よ
り
も
教
育
事
業
に
熱
心

で
、
あ
ま
つ
さ
え
大
学
設
立
運
動
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
集
中
し
た
の
は
一
種
の
背
信
行
為
で
あ
る

と
非
難
す
る
論
者
が
あ
る
。
明
治
以
来
、
一
貫

し
て
み
ら
れ
る
新
島
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

論
評
の
典
型
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

愛
山
は
そ
の
よ
う
な
新
島
批
判
と
は
異
な
っ

た
類
型
に
属
す
る
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な

同
志
社
人
物
誌
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画
」
で
あ
っ
た
と
愛
山
は
い
う
。

愛
山
曰
く
、
当
時
の
日
本
は
「
大
学
（
東
京

大
学
―
筆
者
注
）
及
び
文
部
省
に
隷
属
す
る
所

謂
官
学
」と
大
隈
率
い
る
専
門
学
校（
早
稲
田
）、

福
澤
の
慶
應
義
塾
が
教
育
界
を
横
断
す
る
天
下

三
分
の
状
況
に
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
育
は

区
々
た
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
除
い
て

そ
の
勢
力
は
甚
だ
微
弱
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
教
育
界
の
現
状
に
あ
っ
て
、
新
島
は
「
基
督

教
主
義
の
教
育
を
以
て
日
本
教
育
界
に
一
王
国

を
画
せ
ん
と
欲
」
し
た
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の

精
神
的
教
育
に
深
い
関
心
を
は
ら
っ
て
い
た
新

島
に
あ
っ
て
、
教
育
と
伝
道
は
「
精
神
的
訓
練

の
両
面
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
す
ぐ
れ
た
人

材
育
成
の
た
め
に
教
育
の
改
善
が
急
務
と
い
う

信
念
を
も
っ
て
い
た
。

一
体
、
新
島
の
教
育
目
標
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
そ
れ
は
帝
国
大
学
や
官
学
が
育
成
で
き

な
い
人
材
、
す
な
わ
ち
、
単
に
学
問
、
技
芸
に

秀
で
た
人
物
で
な
く
「
真
骨
頭
あ
り
、
枉
ぐ
べ

か
ら
ざ
る
品
性
あ
る
の
人
」
の
育
成
に
力
点
が

置
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
島
の
モ
ッ
ト
ー
は
何

よ
り
も
ま
ず
「
官
吏
の
手
よ
り
教
育
を
解
放
」

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
も
、
新
島
の
教
育

精
神
は
早
稲
田
や
慶
應
義
塾
の
私
学
の
志
と
共

通
項
を
も
ち
な
が
ら
、「
当
世
有
用
の
人
物
」

の
育
成
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
、
人

を
し
て
「
上
帝
の
眼
中
に
於
て
義
と
せ
ら

る
ゝ
」、「
よ
り
高
尚
な
る
生
活
世
界
」
を
め
ざ

す
点
で
、
慶
應
義
塾
派
、
専
門
学
校
派
よ
り
も

更
に
高
き
壇
上
に
教
育
を
祭
ら
ん
」
と
し
た
と

そ
の
高
遠
な
理
想
を
強
調
し
て
い
る
。

新
島
の
事
業
が
有
す
る
欠
点

新
島
と
ア
メ
リ

カ
ン
ボ
ー
ド
の
関
係
を
愛
山
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
た
の
か
。
こ
の
点
は
多
く
の
同
時
代
人
と

同
じ
く
、厳
し
い
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

大
学
設
立
運
動
の
志
半
ば
で
倒
れ
た
新
島
に

深
い
同
情
を
寄
せ
る
愛
山
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

事
業
が
「
根
底
に
お
い
て
大
な
る
欠
陥
」
を
も

っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は

何
か
。
外
国
の
宣
教
師
と
事
を
と
も
に
し
た
点

に
あ
る
。
す
で
に
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
が
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
一
部
の
外
国
人
宣
教
師
か
ら
、
同

志
社
が
は
じ
め
か
ら
猜
疑
せ
ら
れ
、
無
用
視
せ

ら
れ
、
反
対
と
妨
害
の
対
象
と
な
っ
て
、
新
島

が
苦
し
い
思
い
を
し
た
。
新
島
の
側
か
ら
す
れ

ば
、
宣
教
師
グ
ル
ー
プ
は
聖
書
教
育
に
比
重
を

置
き
す
ぎ
て
、
学
術
の
教
授
を
怠
り
、
有
為
な

青
年
た
ち
の
失
望
を
招
い
た
こ
と
に
大
き
な
不

満
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド

が
日
本
の
現
状
に
疎
く
、
積
極
的
に
日
本
人
伝

道
師
の
養
成
に
熱
意
を
も
た
な
か
っ
た
の
は
遺

憾
で
あ
る
と
い
う
感
情
を
強
く
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
も
し
、
新
島
に
は
じ
め
か
ら
「
洛
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的
な
ら
ざ
り
き
。
彼
は
物
徂
徠
の
如
く
快
濶
な

ら
ず
、
日
蓮
の
如
く
放
胆
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ

の
性
情
を
抑
へ
て
外
に
表
は
さ
ざ
る
人
な
り

き
。
さ
れ
ば
彼
は
決
し
て
世
人
に
好
愛
せ
ら
る

べ
き
性
格
を
の
み
有
せ
ざ
り
き
。
否
彼
は
時
と

し
て
世
人
に
誤
解
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、

同
じ
く
基
督
教
徒
た
る
も
の
に
す
ら
そ
の
心
事

を
猜
疑
せ
ら
れ
た
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ざ
り

き
。
さ
れ
ど
彼
は
此
の
如
く
退
一
歩
的
、
抑
遜

的
、
非
開
放
的
の
外
衣
の
下
に
恐
る
べ
き
熱
誠

を
包
み
た
り
き
。
彼
は
何
処
に
も
友
を
作
り
う

べ
き
愛
嬌
者
に
あ
ら
ざ
り
き
。
さ
れ
ど
彼
は
少

数
の
友
に
熱
愛
せ
ら
る
べ
き
誠
実
を
有
し
き
」。

西
田
　
毅
（
に
し
だ
・
た
け
し
）

１
９
３
６
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
62
年
同
志
社
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
、
直
ち
に
法

学
部
助
手
に
就
任
、
専
任
講
師
、
助
教
授
を
経
て
74
年
か
ら
教
授
、
77
年
大
学
院
教
授
。
法
学
部
長
、

人
文
研
所
長
な
ど
歴
任
、
２
０
０
７
年
名
誉
教
授
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
北
京
日
本
学
研
究
セ

ン
タ
ー
、
武
漢
大
学
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
等
の
客
員
教
授
、
研
究
員
を
勤
め
る
。
日
本
政
治
学
会
、
日

本
社
会
文
学
会
理
事
等
歴
任
。
幕
末
か
ら
近
代
日
本
の
政
治
思
想
を
中
心
に
日
本
政
治
思
想
史
を
専
攻

す
る
。

主
要
著
作
と
し
て
『
竹
越
三
叉
集
』（
三
一
書
房
　
１
９
８
５
）、『
近
代
日
本
政
治
思
想
史
』（
編
著
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
１
９
９
８
）、
岩
波
文
庫
『
新
日
本
史
』
上
下
（
岩
波
書
店
２
０
０
５
）
ほ
か
。

山路愛山（やまじ・あいざん） 1865.1.23 ～1917.3.15

本名・弥吉。江戸浅草で、幕府の天文方を務める御家人の子として

生れる。１８８３年、静岡英学塾で英語を学ぶ。１８８４年、日本メ

ソジスト教会牧師として赴任してきた平岩愃
よし

保
やす

から受洗。１８８７年、

『国民之友』創刊号で、蘇峰の「嗚
あ

呼
あ

国民之友生れたり」を読み感動

する。１８８８年、上京し東洋英和学校に入学。１８９２年、民友社

に入社。１８９７年、末松謙
けん

澄
ちょう

が主宰する毛利家の「防長回天史」編

集所に入る。１８９８年、『信濃毎日新聞』主筆。１９０３年、『独立

評論』を創刊し死の前年まで継続。１９０５年、斯
し

波
ば

貞吉、中村太八

郎らと国家社会党を組織。赤痢を患い死去。


